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新新語

十番勝負

　小学生などに体験型のカリキュラムを提供する、草の根的な教育ボランティア活動。大学生が中心に
なって地域の子どもたちに体験型の「遊び」と「学び」の場を提供しています。不登校・引きこもり・いじめ
…現代の教育の問題は深刻さを増しています。このような状況を「地域教育の再興」によって打開しよ
うと、現代版「てらこや」が全国各地に設立されています。かつての地域社会に存在した、世代を超え
た重層的な人の和による教育を日本の民俗に習い「複眼の教育」再生するのが現代版「てらこや」です。

てらこや活動 

共 済 コ ー ナ ー
　

安
い
掛
金
で
充
実
し
た
保

障
と
し
て
多
く
の
組
合
員
の

方
が
加
入
し
て
い
る
「
火
災

共
済
」。

　

「
落
雷
」
に
よ
り
電
気
機

器
な
ど
被
害
が
発
生
し
た
場

合
は
、
修
理
費
用
が
給
付
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
組
合
書
記
局
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

　

給
付
に
必
要
な
書
類
は
次

の
通
り
で
す
。

① 

罹
災
証
明
書（
消
防
署
又

は
自
治
体
が
発
行
）

② 

被
害
物
の
修
理
見
積
と
写

真（
損
害
が
分
か
る
も
の
）

買
替
の
場
合
は
、
修
理
不

能
証
明
書
が
必
要
で
す
。

③ 

被
災
状
況
報
告
書
（
組
合

書
記
局
に
あ
り
ま
す
）

④ 

そ
の
他
必
要
な
書
類
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
「
見
舞
金
」給
付
に
つ
い
て

も
、ご
一
緒
に
請
求
下
さ
い
。

　

組
合
員
の
方
に
は
、
風
水

害
同
様
「
見
舞
金
」を
給
付

い
た
し
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

れ
た
時
は
す
ぐ
に
組
合
書
記

局
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

■
今
で
も
楽
な
暮
ら
し
で
は
な
い
の
に
、
こ
の

先
、
消
費
税
が
上
が
っ
て
ど
ん
な
ふ
う
に
家
族

を
守
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
想
像
が
つ
き
ま

せ
ん
。

 

乗
鞍　

弘
仁
（
八
尾
市
職
労
）

■
高
石
市
の
保
育
所
は
、
公
立
５
園
あ
っ
た
の

が
民
営
化
に
な
り
、
来
年
は
２
つ
、
再
来
年
は

１
つ
に
な
り
ま
す
。
悲
し
い
限
り
で
す
。

 

伊
藤　

英
子
（
高
石
市
職
労
）

■
今
回
も
食
事
中
に
３
人
で
頭
を
抱
え
な
が
ら

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
挑
戦
！
や
っ
と
答
え
が
解
り

ま
し
た
。
次
回
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
の
で
、

難
問
を
よ
ろ
し
く
！
毎
回
「
シ
ネ
マ
」
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
で
、
良
い
の
を
ど
し
ど
し
紹

介
し
て
下
さ
い
。

 

兼
田　

康
子
（
八
尾
市
職
労
）

■
守
口
も
「
維
新
の
会
」
の
西
端
市
長
に
な
っ

て
か
ら
不
安
だ
ら
け
で
す
。
公
立
保
育
所
も
あ

と
３
年
で
12
か
所
か
ら
３
か
所
に
す
る
と
い
っ

て
い
ま
す
。
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

 

松
尾　

記
子
（
守
口
市
職
労
）

■
８
月
14
日
早
朝
の
集
中
豪
雨
で
駅
前
が
冠

水
。
公
園
緑
地
課
で
は
、
毎
日
泥
ま
み
れ
に
な

っ
た
広
場
を
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
で
清
掃
中
で

す
。

 

小
林　

興
司
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
８
月
号
の
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
の
記
事
が
興

味
深
く
、
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

 

真
継　

達
哉
（
門
真
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　野菜ができ過ぎて卸値が低迷している時に市場出荷を停止し、加工品や飼料向けに有効利用を図
る「新需給調整」制度。2007年度より導入されています。2006年度までは野菜ができ過ぎた時に
は、畑にブルドーザーを入れて押しつぶすといった「産地破棄」の処分が行われていましたが、消
費者から「もったいない」という批判が出ていました。 平均卸売価格の70％を「基準価格」とし、
それを下回った野菜は市場隔離の対象となります。

市場隔離制度

タ
テ
の
カ
ギ

❶
江
戸
時
代
の
参
勤
○
○
○
○

❷
区
分
す
る
こ
と
。
郵
便
物
の
○
○
○

❸
○
○
突
き
合
わ
せ
て
談
判
す
る

❺
○
○
揚
々
と
凱
旋
す
る

❻
○
○
○
○
無
礼
な
言
動

❼
○
○
○
を
曲
げ
る
、
○
○
○
風

❾
議
場
で
は
○
○
○
○
○
に
願
い
ま
す

13
○
○
○
○
○
の
免
許
を
と
っ
て
板
前

に
15
学
名
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン

16
タ
テ
の
○
○
と
ヨ
コ
の
○
○

17
新
車
は
高
い
の
で
○
○
○
○
を
買
う

18
代
金
を
前
も
っ
て
支
払
う
こ
と

19
針
○
○
○
、野
良
○
○
○
、力
○
○
○

21
陰
暦
５
月
の
異
称

23
旧
国
名
。
今
の
静
岡
県
東
部

25
あ
べ
川
○
○
、
鏡
○
○
、
柏
○
○

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ひ
と
り
用
の
へ
や

❹
○
○
○
○
の
望
み
も
断
た
れ
た
。
○

○
○
○
無
二

❽
消
費
税
も
○
○
○
○
し
て
５
万
円
で
す

10
超
勤
と
は
超
過
○
○
○
の
略

11
身
の
○
○
３
ｍ
も
あ
る
怪
物

12
○
○
を
聞
い
て
十
を
知
る

14
○
○
体
験
、
○
○
餌

15
○
○
○
○
○
で
本
を
借
り
る

17
○
○
○
○
○
は
緯
度
と
経
度
の
立
体

的
な
位
置
関
係
が
よ
く
わ
か
る

19
○
○
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

20
桃
○
○
３
年
柿
８
年

21
名
人
芸
の
腕
の
○
○

22
両
者
○
○
○
の
も
と
に
和
解
し

24
陰
暦
11
月
の
異
称

26
褥
瘡
を
易
し
い
言
葉
で
言
え
ば

27
鶏
肉
。○
○
○
ラ
イ
ス
、○
○
○
カ
ツ

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
10
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
２

年
11
月
号
の
紙
面
に
掲
載

７
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
２
年
７
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス

ト
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
25
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
板
橋
謙
介
（
堺
市
職
労
）
▼
森
京
子

（
交
野
市
職
労
）
▼
辻
野
裕
子
（
吹
田

市
職
労
）
▼
鶴
田
静
枝
（
府
職
労
）
▼

合
羽
利
加
（
八
尾
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：これが聞かれるとそろそろ秋が…

７月号の解答
「ポピュリスト」

　

８
月
31
日（
金
）に
、
府
政
記

者
ク
ラ
ブ
で
大
阪
自
治
労
連
が

行
っ
て
い
る
「
災
害
か
ら
住
民

の
生
命
を
守
る G

uard one's 
Life

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
間
報

告
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行
い

ま
し
た
。
回
答
が
あ
っ
た
20
自

治
体
、
４
４
０
０
人
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
み
る
と
、
大
災
害

を
想
定
し
た
職
員
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
と
い
う
私
た
ち
自
治
体
労

働
者
の
役
割
は
と
て
も
大
き
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
生
か

す
取
り
組
み
を
、
こ
の
秋
に
職

場
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。

カツト モノシリ
リヨウジ トンボ
スキ シコ ピン
マ シヨウテン
ジユウリン エ

ザツ ギガ シン
イタク シヤツポ
スイミン ゴソウ

　昨年、大好評だった「浴衣パーティー」。８月25日
（土）、堺港が一望できるカフェ「バンゲア」で今年も
開催しました。
　男性11人、女性12人の参加となり、青年部企画に初
参加・初対面の方々が多く、こういった交流企画の目
的の一つでもあります。局
や課をまたいでの顔合わせ
がなされ、これから仕事を
していく上でもいかすこと
のできる、素晴らしい出会
いの場となりました。
　また、参加した組合未加
入の方からは、「こういう
企画にもっと参加したいの
で、組合入ります！」と意
志表明がありました。

はずむ会話、海を見ながら花火も楽しみました
職
場
か
ら
防
災
体
制
を
見
直
そ
う
！

「
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
記
者
会
見

◆◆「
見
舞
金
」を
お
支
払
い

「
見
舞
金
」を
お
支
払
い

「
落
雷
」
被
害

「
落
雷
」
被
害

出
て
い
ま
せ
ん
か
？

出
て
い
ま
せ
ん
か
？

「こんな取り組みに
　　　　期待してます！」
（恒例の浴衣パーティー・堺市職労）


